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紹介と批評

岩
村
正
史
著

『
戦
前
日
本
人
の
対
ド
イ
ツ
意
識
』

1
　
は
じ
め
に

　
本
書
は
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
人
、
と
く
に
大
新
聞
と
知
識

人
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
観
を
検
証
、
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。

　
戦
前
の
日
本
政
府
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
日
独
防
共
協

定
締
結
か
ら
十
五
年
（
］
九
四
〇
）
の
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
へ
と

ド
イ
ツ
に
傾
斜
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
優

れ
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
論
考
の

ほ
と
ん
ど
が
、
日
独
の
政
府
や
軍
当
路
者
に
よ
る
外
交
交
渉
や
政
策

決
定
の
過
程
、
情
勢
認
識
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
お
り
、
国
家
を
動

か
す
原
動
力
、
あ
る
い
は
背
景
と
な
る
一
般
世
論
、
国
民
が
共
有
す

る
意
識
に
つ
い
て
は
十
分
筆
が
及
ば
な
い
傾
向
か
あ
っ
た
。
ま
た
日

本
人
の
対
独
観
を
探
る
研
究
か
あ
っ
た
と
し
て
も
、
長
期
的
な
ス
パ

ン
で
体
系
的
に
論
及
を
試
み
た
論
稿
は
従
来
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
本
書
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で

あ
り
、
戦
前
日
本
人
の
ド
イ
ツ
意
識
を
体
系
的
に
検
証
し
た
最
初
の

画
期
的
研
究
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
は
平
成
卜
六
年
度
に
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
戦
前
日
本
人
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

観
』
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
章
を
構
成
す
る
論
文
は
、

書
き
下
ろ
し
の
第
三
章
、
第
七
章
を
除
い
て
、
す
で
に
『
慶
鷹
義
塾

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
『
慶
磨
義
塾
大
学
2
1
C
O
E
I

C
C
C
　
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
　
二
〇
〇
三
年

度
院
生
研
究
報
告
書
』
『
法
政
論
叢
』
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
『
法
学

政
治
学
論
究
』
と
い
っ
た
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

2
　
本
書
の
内
容

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
て
あ
る
。

ま
え
が
き

　
第
1
部
大
新
聞
の
対
ド
イ
ツ
意
識

第
1
章
　
ナ
チ
ス
政
権
誕
生
以
降
の
対
独
報
道
姿
勢

第
2
章
　
日
中
戦
争
下
の
親
独
機
運

第
3
章
　
日
独
伊
三
国
同
盟
へ
の
傾
斜
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第
2
部
　
言
論
出
版
界
と
ヒ
ト
ラ
ー

第
4
章
　
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

第
5
章
　
『
わ
が
闘
争
』
口
本
語
版
へ
の
考
察

第
6
章
　
ヒ
ト
ラ
ー
漫
画
問
題

　
第
3
部
　
知
識
人
の
対
ド
イ
ツ
意
識

第
7
章
　
日
独
同
志
会
関
係
者
の
親
独
論

第
8
章
　
馬
場
恒
吾
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
批
判

第
9
章
　
鈴
木
東
民
の
反
独
親
ソ
論

　
あ
と
が
き

　
ま
す
各
章
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
1
部
「
大
新
聞
の
対
ド
イ
ツ
意
識
」
は
昭
和
戦
前
期
、
東
京
で

強
い
世
論
形
成
力
を
有
し
た
大
新
聞
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
東
京
日

日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
）
を
取
り
上
げ
、
各
紙
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る

姿
勢
と
論
調
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
野
正
剛
、
石
橋
湛
山
、

清
沢
洌
、
鶴
見
祐
輔
と
い
っ
た
特
定
の
政
治
家
、
知
識
人
の
ド
イ
ツ

認
識
を
論
じ
た
個
別
研
究
は
存
在
し
た
が
、
大
新
聞
の
ド
イ
ツ
意
識

に
つ
い
て
は
研
究
が
不
足
し
て
い
た
。
第
一
部
は
こ
の
先
行
研
究
の

空
白
を
大
き
く
埋
め
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
八
年
か
ら
十

五
年
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
言
論
界

を
代
表
す
る
大
新
聞
が
示
し
た
対
独
観
の
変
遷
と
諸
相
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　
ま
ず
第
－
章
「
ナ
チ
ス
政
権
誕
生
以
降
の
対
独
報
道
姿
勢
」
は
ヒ

ト
ラ
ー
内
閣
が
成
立
し
た
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
か
ら
日
独
伊
防

共
協
定
が
成
立
し
た
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
を
検
証
す
る
。
昭

和
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
日
本
の
新
聞
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
国

内
政
治
、
独
裁
政
治
に
批
判
的
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
文
化
弾
圧
や
ユ

ダ
ヤ
人
差
別
を
攻
撃
し
、
ナ
チ
ス
政
権
の
崩
壊
を
予
測
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
と
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

へ
の
不
満
、
「
持
て
る
国
」
英
米
仏
に
対
す
る
「
持
た
ざ
る
国
」
日

独
と
い
う
認
識
か
ら
ド
イ
ツ
の
外
交
政
策
に
好
意
を
向
け
、
ナ
チ
ス

独
裁
へ
の
批
判
は
次
第
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、

『
東
朝
』
『
東
日
』
は
口
独
防
共
協
定
を
支
持
し
、
他
方
左
翼
的
人
材

を
擁
す
る
『
読
売
』
は
「
防
共
」
協
定
に
反
対
し
た
。
ド
イ
ツ
に
同

情
す
る
風
潮
は
目
中
戦
争
勃
発
後
、
顕
著
と
な
り
、
反
英
・
反
ソ
感

情
が
高
ま
る
一
方
で
独
伊
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。
そ
の
結
果
、
日
独

伊
三
国
同
盟
は
歓
迎
さ
れ
、
ド
イ
ツ
批
判
は
姿
を
消
し
、
友
好
国
と

し
て
の
ド
イ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
が
確
定
す
る
。

　
第
2
章
「
日
巾
戦
争
ド
の
親
独
機
運
」
は
日
独
伊
防
共
協
定
成
立

後
か
ら
十
四
年
（
］
九
三
九
）
八
月
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
ま
で

を
検
証
す
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
新
聞
は
親
独
記
事
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
中
戦
争
で
ド
イ
ツ
が
日
本
に
好
意
的
で
あ
っ
た
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紹介と批計

た
め
、
ま
た
ト
イ
ツ
の
主
張
に
理
論
的
正
当
性
を
認
め
た
た
め
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
、
ズ
デ
ー
テ
ン
地
方
割
譲
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
解
体
へ
と
領
土
を
拡
大
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
羨

望
の
気
持
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
新
聞
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
・
イ
ベ
ン
ト
（
世
界
防
共
展
覧
会
、
独
懊
合
併
映
画
上
映
会
、
日

独
伊
防
共
少
年
軍
展
覧
会
、
大
独
逸
展
覧
会
、
防
共
連
盟
青
少
年
交

歓
会
、
訪
日
コ
ン
ド
ル
機
歓
迎
国
民
交
歓
会
な
ど
）
を
自
発
的
に
開

催
し
、
親
独
機
運
高
揚
に
努
め
、
部
数
拡
大
に
つ
な
け
よ
う
と
し
た
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
盲
目
的
と
な
っ
た
新
聞
は
、
独
ソ
不
可
侵
条
約

の
成
立
を
見
抜
く
こ
と
か
で
き
す
、
紙
面
で
狼
狽
す
る
に
至
る
。

　
第
3
章
「
日
独
伊
三
国
同
盟
へ
の
傾
斜
」
は
独
ソ
不
可
侵
条
約
締

結
か
ら
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
の
日
独
伊
三
国
同
盟
成
立
ま
で

を
検
証
す
る
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
受
け
て
各
紙
は
そ
れ
ま
で
の
親

独
論
調
を
一
変
さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
に
対
し
て
比
較
的
冷
淡
な
態
度
を

と
り
、
極
端
な
反
英
報
道
も
自
粛
し
た
の
て
あ
る
。
し
か
し
浅
間
丸

事
件
を
契
機
に
反
英
的
傾
向
が
復
活
し
、
ド
イ
ツ
が
欧
州
戦
線
で

華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
る
と
再
び
親
独
路
線
に
回
帰
す
る
。
ド
イ
ツ

勝
利
に
懐
疑
的
な
見
方
を
示
す
見
解
は
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
ず
、
三

国
同
盟
が
成
立
す
る
と
各
紙
は
賛
辞
を
傾
け
、
同
盟
批
判
は
全
く
掲

載
し
な
か
っ
た
。
各
紙
は
そ
れ
以
前
か
ら
親
独
路
線
を
と
り
、
対
独

提
携
を
求
め
て
お
り
、
た
と
え
言
論
統
制
や
詔
書
の
漢
発
が
な
く
と

も
、
同
盟
を
礼
賛
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
右
の
よ
う
に
ヒ
ト
ラ
i
政
権
誕
生
か
ら
三
国
同
盟
成
立
に
至
る
各

紙
の
ド
イ
ツ
報
道
は
、
必
す
し
も
親
ナ
チ
ス
の
み
で
直
線
的
に
展
開

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
当
初
は
ナ
チ
ス
の

暴
政
に
批
判
的
で
あ
り
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
の
際
に
は
対
独
姿

勢
を
冷
却
化
し
て
お
り
、
各
社
問
に
も
温
度
差
が
あ
っ
た
。

　
第
2
部
「
言
論
出
版
界
と
ヒ
ト
ラ
ー
」
は
新
聞
雑
誌
、
書
籍
に
現

れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
『
我
が

闘
争
』
日
本
語
版
に
書
誌
的
研
究
を
加
え
て
い
る
。
先
行
研
究
を
ふ

ま
え
つ
つ
も
、
よ
り
多
く
の
資
料
に
あ
た
り
、
当
局
の
言
論
統
制
、

駐
日
ド
イ
ツ
大
使
館
の
干
渉
、
ド
イ
ツ
大
使
館
と
口
本
の
外
務
省
、

内
務
省
の
交
渉
、
あ
る
い
は
読
者
側
の
認
識
に
二
一
、
・
及
す
る
な
ど
新
し

い
視
点
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
第
1
部
で
は
言
及
し

切
れ
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
認
識
の
諸
相
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
る
。

　
ま
ず
第
4
章
「
ヒ
ト
ラ
i
・
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
」
は
当
時
の
主
要

誌
と
書
籍
に
現
れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
の
類
型
化
を
試
み
る
。

ヒ
ト
ラ
i
内
閣
成
立
直
後
、
祉
会
主
義
に
好
意
的
て
あ
っ
た
当
時
の

論
壇
で
は
、
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の
反
感
が
強
く
、
ヒ
ト
ラ
ー
批
判
が
優
勢

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
中
戦
争
勃
発
後
、
反
ソ
・
反
英
意
識
か
高

ま
る
に
つ
れ
て
親
独
機
運
が
浮
L
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
外
交
手
腕
が
褒

め
称
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
成
立
に
よ
っ
て

騙
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ヒ
ト
ラ
ー
観
は
一
変
す
る
が
、
西
部
戦
線
で
ド
イ
ツ
が
戦
果
を
挙
げ

る
に
つ
れ
て
親
独
機
運
が
よ
み
が
え
る
。
ド
イ
ツ
の
勝
利
は
間
違
い

な
い
も
の
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
新
秩
序
を
作
り
出
す
歴
史
的
英
雄
、
と
み

な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
の
言
論
出
版
界
に
お
け
る
ヒ
ト
ラ

ー
・
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
の
変
化
を
受
け
て
揺
れ

動
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
5
章
「
『
我
が
闘
争
』
日
本
語
版
へ
の
考
察
」
は
戦
前
期
に
乱

立
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
著
書
『
我
が
闘
争
』
（
寂
竃
ミ
映
亀
ミ
蔑
）
日
本

語
版
八
種
類
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
出
版
過
程
を
整
理
し
て
考
察
を
加

え
、
さ
ら
に
ヒ
ト
ラ
ー
の
日
本
文
化
論
に
関
す
る
言
論
界
の
認
識
に

つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
『
我
が
闘
争
』
の
原
書
第
一
巻
第
十

一
章
「
民
族
と
人
種
」
の
中
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
人
類
を
「
文
化
創
造

者
」
（
ア
ー
リ
ア
人
）
、
「
文
化
支
持
者
」
（
日
本
人
）
、
「
文
化
破
壊

者
」
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
の
三
種
類
に
分
類
し
、
日
本
人
は
ア
ー
リ
ア
人

が
創
造
し
た
文
化
を
受
容
し
こ
そ
す
れ
、
独
力
で
文
化
を
創
造
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
が
、
日
独
接
近
の
過
程
で
、
ヒ
ト
ラ
ー
に

よ
る
日
本
人
へ
の
低
評
価
は
都
合
の
悪
い
問
題
と
な
っ
た
。
『
我
が

闘
争
』
の
初
期
の
訳
本
で
は
偶
然
の
産
物
か
ら
こ
の
日
本
文
化
論
が

掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
日
独
接
近
期
に
公
刊
さ
れ
た
第
一
書
房
版
、

帝
国
出
版
社
版
、
興
風
館
版
で
は
該
当
箇
所
の
意
図
的
な
省
略
が
行

わ
れ
た
。
日
独
関
係
の
悪
化
を
避
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
大

使
館
の
干
渉
に
よ
る
出
版
中
止
を
避
け
る
た
め
、
出
版
社
側
（
翻
訳

者
）
が
自
主
規
制
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
日
本
文
化
論
は
知
識
層
を
中
心
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
お

り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
出
版
社
や
ド
イ
ツ
大
使
館
は
過
敏
な
反
応

を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
チ
ス
礼
賛
が
横
溢
す
る
時
期
に
お
い

て
も
、
日
本
人
の
意
識
の
底
流
に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
人
種
論
へ
の
反

発
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
6
章
「
ヒ
ト
ラ
ー
漫
画
問
題
」
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か

ら
十
一
年
頃
を
中
心
に
、
言
論
界
に
現
れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
を
描
い
た
漫

画
を
取
り
上
げ
、
そ
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
大
使

館
の
干
渉
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
大
使
館
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
風
刺
漫
画
に
敏
感
で
、
執
拗
に
日
本

側
に
抗
議
を
し
た
。
し
か
し
日
本
側
は
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
大
使
館
の

意
に
副
う
対
応
を
と
ら
ず
、
関
係
者
に
警
告
を
与
え
る
程
度
に
と
ど

め
た
。
し
か
し
十
一
年
の
日
独
防
共
協
定
締
結
頃
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
漫

画
は
徐
々
に
新
聞
紙
面
か
ら
姿
を
消
し
、
顔
写
真
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
十
二
年
の
日
独
伊
防
共
協
定
締
結
後
は
、
内
務
省
の
取

り
締
ま
り
方
針
も
厳
格
化
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
を
「
誹

誘
」
す
る
言
論
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
が
検
閲
段
階
で
処
分
し
た
。

以
後
、
日
本
国
内
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
関
す
る
漫
画
は
、
独
ソ
不
可
侵

条
約
成
立
直
後
の
一
時
期
を
除
く
と
、
終
戦
ま
で
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
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な
く
な
る
。

　
第
3
部
「
知
識
人
の
対
ド
イ
ツ
意
識
」
は
親
独
派
、
反
独
派
を
代

表
す
る
知
識
人
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
そ
の
事
例
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

馬
場
恒
吾
以
外
は
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
新
鮮
な
人
物
で
あ
り
、
近
年
考
察
が
進
ん
で
い
る
馬
場
に
し

て
も
、
そ
の
ド
イ
ツ
意
識
と
い
う
新
し
い
角
度
に
光
を
当
て
て
い
る
。

第
2
部
で
掘
り
下
け
ら
れ
た
言
論
界
の
ド
イ
ツ
・
イ
メ
ー
ジ
の
諸
相

が
、
人
物
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
い
う
形
で
さ
ら
に
緻
密
に
解
剖
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
ず
第
7
章
「
日
独
同
志
会
関
係
者
の
親
独
論
」
は
昭
和
十
年
代

の
民
間
に
お
け
る
「
親
独
派
」
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
日
独
同
志

会
（
の
ち
大
日
本
防
共
同
志
会
、
大
日
本
同
志
会
と
改
称
）
関
係
者

の
言
動
を
論
じ
る
。
同
会
は
昭
和
十
一
年
、
松
本
徳
明
（
ボ
ン
大
学

名
誉
教
授
）
、
黒
田
礼
二
（
元
朝
日
新
聞
ベ
ル
リ
ン
特
派
員
）
、
藤
沢

親
雄
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
嘱
託
）
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
主

要
会
員
は
ド
イ
ツ
事
情
を
好
意
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
講
演
会
を
通
じ
て
日
独
防
共
協
定
の
意
義
、
日
独
提
携
の

必
要
性
を
活
発
に
主
張
し
た
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
成
立
後
も
ド
イ
ツ

支
持
を
貫
い
た
彼
ら
は
、
当
初
掲
げ
た
防
共
の
旗
を
引
き
下
げ
る
こ

と
ま
で
も
し
た
。
日
独
同
志
会
の
議
論
は
、
知
識
層
か
ら
は
批
判
も

あ
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
最
終

的
に
は
多
数
派
と
な
り
、
日
本
の
外
交
政
策
は
彼
ら
の
症
張
し
た
方

向
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
第
8
章
「
馬
場
恒
吾
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
批
判
」
は
著
名
な
政
治

評
論
家
・
馬
場
恒
吾
を
取
り
上
げ
、
そ
の
ヒ
ト
ラ
i
観
、
枢
軸
外
交

観
を
明
ら
か
に
す
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
馬
場
は
独
裁
政
治
に
対
し

て
強
い
反
感
を
抱
き
、
「
畢
寛
す
る
に
独
裁
主
義
は
壊
れ
る
」
と
確

信
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
独
裁
国
家
ド
イ
ツ
と
の
提
携
は
日
本
に

と
っ
て
得
策
で
は
な
い
と
考
え
、
日
本
の
対
独
傾
斜
を
抑
制
す
る
た

め
の
言
論
を
展
開
し
た
。
馬
場
の
対
独
批
判
は
英
米
の
新
聞
雑
誌
記

事
の
紹
介
と
い
う
形
で
遠
回
し
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
明
瞭
さ

を
欠
く
場
合
が
あ
っ
た
が
、
娩
曲
表
現
で
親
独
機
運
に
冷
水
を
浴
び

せ
、
ま
た
沈
黙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
局
に
抵
抗
し
た
。
日
本
国
中

が
ド
イ
ツ
に
傾
斜
し
て
い
き
、
言
論
界
が
ヒ
ト
ラ
ー
礼
賛
で
溢
れ
て

い
く
中
て
、
馬
場
は
透
徹
し
た
論
理
で
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
の
脆
弱
性
を

指
摘
し
、
技
巧
を
凝
ら
し
て
日
独
提
携
に
抵
抗
し
続
け
た
。

　
第
9
章
「
鈴
木
東
民
の
反
独
親
ソ
論
」
は
共
産
主
義
に
親
和
的
な

立
場
か
ら
ナ
チ
ス
を
批
判
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
鈴
木
東
民
を
取

り
上
げ
る
。
読
売
新
聞
社
の
外
報
部
長
お
よ
び
論
説
委
員
を
務
め
た

鈴
木
は
、
ド
イ
ツ
が
防
共
政
策
を
行
な
う
か
疑
わ
し
く
、
ま
た
フ
ァ

シ
ズ
ム
が
日
本
に
流
入
す
る
危
険
が
あ
り
、
さ
ら
に
ナ
チ
ス
が
日
本

人
を
侮
蔑
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
日
独
防
共
協
定
に
反
対
し
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た
。
鈴
木
は
共
産
主
義
お
よ
び
ソ
連
に
理
解
を
示
し
て
お
り
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
が
戦
術
と
し
て
採
用
し
た
人
民
戦
線
に
賛
同
し
て
お
り
、

そ
の
立
場
か
ら
防
共
政
策
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
共
産
主
義

に
好
意
的
な
彼
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
反
対
派
弾
圧
を
批
判
し
つ
つ
も
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
受
け
止
め
、
そ
の
対
独

提
携
反
対
論
は
対
ソ
擁
護
論
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
。
鈴
木
の
「
反

骨
」
精
神
は
、
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
し
て
は
発
揮
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
本
書
の
要
旨
て
あ
る
。
そ
の
原
型
で
あ
る
博
士
論
文
と
本

書
は
、
章
立
て
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
第
二
部
で
言
論

界
の
全
体
像
を
捉
え
た
上
で
、
第
二
部
で
ヒ
ト
ラ
ー
像
の
問
題
、
第

三
部
で
知
識
人
の
個
別
研
究
へ
と
進
み
、
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
ミ
ク

ロ
的
視
点
へ
と
焦
点
が
ズ
ー
ム
イ
ン
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
構
成
と
論

旨
は
よ
く
整
理
さ
れ
、
明
快
か
つ
体
系
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
本
書
の
意
義

　
右
の
よ
う
な
内
容
の
本
書
が
有
す
る
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

ろ
う
か
。
第
一
に
、
戦
前
期
の
日
独
接
近
過
程
に
お
け
る
日
本
人
の

ド
イ
ツ
意
識
を
体
系
的
に
論
証
し
た
初
の
本
格
的
研
究
と
い
う
点
で

あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
外
交
史
研
究
は
当
事

国
政
府
の
要
路
者
に
よ
る
外
交
交
渉
や
政
策
決
定
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
政
治
家
、
外
交
官
、
軍
人
を
含
む
国
民
全
体

の
包
括
的
な
対
外
認
識
、
国
民
意
識
、
世
論
と
い
う
大
き
な
思
潮
を

捉
え
る
こ
と
な
く
し
て
歴
史
の
流
れ
を
掴
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
戦
前
日
本
人
の
ド
イ
ツ
意
識
に
つ
い
て
は
、
短
期
的
な
ス
パ
ン
で

部
分
的
に
論
じ
た
先
行
論
考
は
存
在
す
る
が
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
取

り
ヒ
げ
て
検
証
を
試
み
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
本

書
は
そ
う
し
た
従
来
の
研
究
が
残
し
て
き
た
大
き
な
空
白
と
課
題
を

克
服
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
人
の
考
え
方
や
感
情
を
代
弁

し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
リ
ー
ド
す
る
大
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
戦
前
日
本
人
の
ド
イ
ツ
傾
斜
と
い
う

巨
大
な
潮
流
の
実
態
を
描
写
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
本
書
は
外
交
史
だ
け
で
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
政
治
思
想
史
を

も
カ
バ
ー
し
た
学
際
的
な
要
素
を
併
せ
持
つ
総
合
的
な
研
究
と
も
な

っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
手
堅
い
実
証
に
裏
付
け
ら
れ
、
し
か
も
刺
激
的
な
示
唆

に
富
む
点
で
あ
る
。
今
日
の
日
か
ら
見
る
と
、
戦
前
の
日
本
で
は
最

初
か
ら
親
独
論
一
辺
倒
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際

は
そ
う
て
は
な
く
、
本
書
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
日
独
伊
三
国
同
盟

賛
美
に
至
る
過
程
は
複
雑
で
、
紆
余
曲
折
に
満
ち
て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
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1
政
権
誕
生
直
後
は
そ
の
独
裁
政
治
や
文
化
弾
圧
政
策
が
非
難
さ
れ
、

ナ
チ
ス
に
迫
害
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
同
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
と
こ

ろ
が
日
本
と
同
じ
く
国
際
秩
序
の
打
破
を
目
指
す
ド
イ
ツ
の
対
外
政

策
に
好
意
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
ト
イ
ツ
の
対
内
政
策
に
向
け
た
批

判
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
代
わ
っ
て
親
独
論
か
浮
上
す
る
。
日
独
防

共
協
定
締
結
時
に
は
ま
だ
批
判
が
あ
り
、
『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
東
京

日
日
新
聞
』
は
こ
れ
を
支
持
す
る
一
方
で
、
鈴
木
東
民
を
は
じ
め
共

産
主
義
に
親
和
的
な
人
材
が
多
い
『
読
売
新
聞
』
は
そ
れ
に
反
対
し

た
。
日
中
戦
争
が
生
じ
る
と
親
独
機
運
が
巻
き
起
こ
り
、
「
歓
迎
！

ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
！
ベ
ル
リ
ン
か
ら
東
京
へ
、
遥
け
き
海
路

越
え
て
、
い
ま
こ
そ
わ
れ
ら
の
待
て
る
盟
邦
の
若
人
は
来
た
」
と
い

っ
た
論
調
が
横
盗
す
る
が
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
よ
っ
て
冷
水
を
浴

び
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
に
冷
淡
な
態
度
を
示
す
よ
う
に
な

っ
た
各
紙
は
、
反
英
感
情
の
高
ま
り
と
ド
イ
ツ
の
電
撃
戦
の
勝
利
に

よ
っ
て
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
再
び
ド
イ
ツ
に
傾
き
、
「
バ
リ
凱

旋
門
下
に
停
ん
だ
ド
イ
ツ
兵
の
涙
の
中
に
は
欧
州
の
宿
命
と
云
つ
た

も
の
が
宿
つ
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
」
と
い
っ
た
調
子
で
ド
イ
ツ
を
賛

美
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
独
伊
三
国
同
盟
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
こ

う
し
た
過
程
は
、
当
該
期
の
大
新
聞
を
注
意
深
く
丹
念
に
調
べ
な
け

れ
ば
明
ら
か
に
て
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
の
マ
ス
コ
ミ
報

道
を
考
え
る
場
合
に
も
様
々
な
示
唆
を
与
え
る
。

　
そ
の
他
に
も
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
の

際
、
実
は
各
紙
は
両
国
提
携
の
情
報
を
関
知
し
て
い
た
。
そ
れ
て
い

な
が
ら
ド
イ
ツ
に
肩
入
れ
す
る
ば
か
り
に
、
最
終
的
に
は
独
ソ
提
携

は
あ
り
得
な
い
と
の
判
断
を
下
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
条

約
締
結
を
知
っ
た
各
紙
は
、
条
約
成
立
直
後
の
昭
和
卜
四
年
八
月
二

十
三
口
社
説
て
は
、
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
口
を

閉
ざ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
翌
二
f
四
日
か
ら
そ
の
影
響
を
述
べ
始

め
、
ド
イ
ツ
を
非
難
す
る
。
こ
の
」
H
遅
れ
」
は
何
を
意
味
す
る

の
か
。
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
狼
狽
し
た
新
聞
各
社
は
、
日
本
政
府
の

新
し
い
外
交
方
針
が
明
確
に
な
る
ま
で
判
断
を
保
留
し
た
の
だ
ろ
う
、

そ
れ
が
一
日
の
空
白
と
な
っ
た
の
て
は
な
い
か
と
本
書
は
推
測
す
る
。

ま
た
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
『
我
が
闘
争
』
の
翻
訳
に
は
、
本
来
イ
ギ
リ
ス

に
親
和
的
感
情
が
綴
ら
れ
て
い
た
の
に
、
恣
意
的
な
抄
訳
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
反
英
的
文
献
に
作
り
替
え
、
イ
ギ
リ
ス
を
憎
む
国
民
感

情
に
便
乗
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
あ
る
い
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
熱

烈
な
親
日
家
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
大
幅
な
加
筆
を
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
日
本
人
の
心
理
と
対
外
観
を
考
え
る
ヒ

で
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
欧
州
戦
線
に
お
け

る
ド
イ
ツ
軍
の
華
々
し
い
戦
果
は
、
ド
イ
ツ
を
礼
賛
し
期
待
す
る
親

独
的
な
感
情
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
を
危
険
視
し
警
戒
す
る
感
情
を

生
ん
だ
、
こ
の
一
見
相
反
す
る
か
に
見
え
る
二
つ
の
政
治
意
識
が
↓
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体
と
な
っ
て
対
独
提
携
論
が
生
ま
れ
た
と
い
っ
た
本
書
の
指
摘
は
分

析
力
に
富
ん
で
い
る
。

　
第
三
に
、
従
来
の
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
視
角
を
取
り
入
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
漫
画
問
題
や
日
独
同
志
会
、
鈴
木
東
民
と

い
っ
た
考
察
対
象
自
体
、
新
鮮
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
が
、
本

書
で
は
新
聞
紙
面
を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
情
報
の
受
け
手
で
あ

る
読
者
の
反
響
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
総

合
雑
誌
に
連
載
さ
れ
た
匿
名
新
聞
批
評
や
、
『
現
代
新
聞
批
判
』
『
新

聞
研
究
所
報
』
『
新
聞
之
新
聞
』
『
新
聞
時
代
』
と
い
っ
た
新
聞
内
報

（
業
界
紙
）
を
用
い
、
新
聞
の
記
事
に
対
す
る
批
評
や
反
響
、
新
聞

読
者
の
反
応
を
も
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
現
代
新
聞
批

判
』
以
外
の
新
聞
内
報
三
紙
を
利
用
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
ま
た
本
書
に
は
、
駐
日
ド
イ
ツ
大
使
館
が
ヒ
ト
ラ
ー

の
風
刺
漫
画
や
『
我
が
闘
争
』
を
め
ぐ
っ
て
内
務
省
や
外
務
省
に
発

売
禁
止
を
要
請
し
、
言
論
出
版
界
に
圧
力
を
か
け
た
点
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
視
点
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
意

義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
研
究
を
裏
付
け
る
多
彩
な
資
料
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞

『
東
朝
』
『
東
日
』
『
読
売
』
は
も
と
よ
り
、
雑
誌
は
『
中
央
公
論
』

『
文
藝
春
秋
』
『
改
造
』
『
日
本
評
論
』
と
い
っ
た
知
識
人
向
け
主
要

誌
か
ら
、
『
キ
ン
グ
』
『
大
陸
』
『
婦
人
公
論
』
な
ど
の
大
衆
雑
誌
、

『
外
交
時
報
』
『
東
洋
経
済
新
報
』
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
な
ど
の
外
交
、

経
済
専
門
誌
、
さ
ら
に
『
日
独
旬
刊
』
『
日
独
通
信
』
『
独
逸
事
情
』

の
よ
う
な
特
殊
な
ド
イ
ツ
専
門
誌
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
読
者
層
を

対
象
と
し
た
雑
誌
を
幅
広
く
渉
猟
し
て
い
る
。
ま
た
書
籍
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
以
外
に
も
、
外
務
省
外
交
資
料
館
所
蔵
の
外
務
省
記
録
を
豊

富
に
用
い
、
『
思
想
月
報
』
『
特
高
月
報
』
『
出
版
警
察
報
』
『
外
事
警

察
概
況
』
と
い
っ
た
言
論
統
制
関
連
の
資
料
も
合
わ
せ
て
用
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
資
料
が
裏
付
け
と
な
っ
て
本
書
の
論
旨
の
説

得
力
を
増
し
て
い
る
。

4
　
お
わ
り
に

　
最
後
に
本
書
の
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
み
た
い
。
本
書
が
指
摘

す
る
よ
う
に
大
戦
勃
発
以
来
、
英
独
両
大
使
館
は
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な

宣
伝
戦
を
行
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
れ
を
警

戒
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
日
本
言
論
界
で
は
総
力
戦
の
観
点
か
ら
、
宣
伝
戦
に
つ
い
て

の
関
心
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
が
同
盟
国
の
日

本
に
心
理
戦
を
試
み
て
い
る
と
い
う
警
戒
心
が
不
足
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
書
に
よ
る
と
、
大
戦
前
か
ら
ド
イ
ツ
大
使
館
は
金

銭
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
工
作
を
活
発
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
複
数
の
証
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言
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
い
う
。
ド

イ
ツ
の
心
理
戦
と
日
本
側
の
反
応
と
い
う
問
題
は
こ
の
時
代
の
一
断

面
を
解
く
鍵
で
あ
り
、
現
代
の
日
本
外
交
を
考
え
る
上
で
も
多
大
な

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
日
本
外
交
史
、
政
治
思

想
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
心
理
戦

と
い
う
武
器
を
用
い
な
い
外
交
L
の
戦
略
戦
術
の
観
点
か
ら
、
著
者

が
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
A
5
判
、
二
八
○

頁
、
三
、
六
七
五
円
）
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